


















筆者らのグループは、海底の熱水活動域で得られる重晶石（化学式は BaSO4）を対象に ESR 年代測定法を適
用する研究を進めてきた。重晶石は海底熱水鉱床では普遍的に見られる硫酸塩鉱物で、金属元素を溶解する
高温の熱水（いわゆる鉱液）と海水の混合イベントにより沈殿生成する特徴がある。ESR 年代測定法は、重晶
石を構成するバリウム(Ba)を置換してラジウム(Ra)が含まれることを利用する。Ra-226 の半減期は 1600 年、
Ra-228 の半減期 5.75 年であり、海底熱水鉱床の形成過程を議論するのに適した年代情報が得られることが
期待できる。これまでの研究では、日本列島の南西諸島海域（沖縄トラフ）の複数の熱水活動域から得られ





として、堆積物コア中の重晶石は Ra 含量が数桁低いことが挙げられる。さらに、この Ra 含量が鉛直方向に
直線的に増減する傾向が見いだされたサイトもあった。 
このような結果から、海底下の堆積層内で別々に供給された熱水と海水の混合が進み、その場で重晶石が
沈殿生成したことが示唆される。こうした重晶石に密接に伴い産する硫化鉱物が同じ作用で沈殿生成したこ
とを鉱物学的な解析から示すことができれば、海底下で進行する鉱化作用に関する年代情報が得られること
になり、鉱床形成過程を議論する際の強い制約条件になる。今後は、解析試料を増やすことで熱水鉱床の幅
広い領域から年代情報を得て、鉱床形成史の復元につなげて行きたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
